
 

2021 年 度 事 業 報 告 書 

2021年 5月 1日から 2022年 4月 30日まで 

特定非営利活動法人ホタルのふるさと瀬上沢基金 

１ 事業の成果 

今年度も、コロナ感染の影響で毎月の理事会と隔月のガイドツアー、昆虫展、鎌人いち場

出展など、多くの行事が中止となりました。コロナ禍でもクリーンアップはほぼ毎月実施し

ました。さがみ自然フォーラムはパネル展示のみ行い VRにて 4か月間（2月～5月）Net

公開となりました。港南台バーズフェスタ２１にパネル出展、港南台ケアプラザに１０月か

ら 3か月間啓発パネル 10枚の展示をしていただきました。 

市長宛陳情書は、5 月風害アセスは終わっていない、8 月 SDGｓと不整合、9 月熱

海土砂災害の二の舞、3 月不法承認の刑事責任など、4 件提出しました。市長回答は、

相変わらず正面から答えず「環境アセス審議会が通っている、東急の申請以外は審議し

ない」の一点張りでした。東急建設の株主総会では、グリーン社会が到来しており開発

を止めアップルのように植樹企業へ名乗りを上げるよう提案しました。 

東急建設が 2019年 7月に横浜市へ提出した開発事業計画書は、2022年 3月にも

承認されませんでした。横浜市には、開発中止の働きかけを継続し、許可断念に持ち込

むことを最重点に活動しました。   

 

２ 事業内容 

①  緑地の取得、保全に関する事業 

ア 基金募集事業 [ 基金募集チラシの配布、戸別訪問 ] 

・内 容 会員・寄付者 1万人アクション＋＋の継続推進 

寄付額は 1,141万円、寄付者 15,541円、会員 149名 

・日 時 通年 

・場 所 栄区 港南区 

・従事者人員 12人 

・対象者 会員及び一般市民 

・支出額 0円 

イ クリーンアップ事業（基金主催、SBK・パタゴニア協賛） 

・内 容 舞岡上郷線西側旧道付近の草刈りや清掃活動を行った。 

・場 所 瀬上沢区域 主に舞岡上郷線西側旧道付近 

・日 時 ６,7,9,10,11,3,4月に 7回実施 

・従事者人員 65人 

・対象者 会員及び一般市民 

・支出額 28,583円 

②  自然環境保護の普及啓発に関する事業 

ア ホームページ事業  [内容充実により自然保護の大切さを広く伝える] 

・内 容 ホームページを活用し情報をタイムリーに発信し、Facebook、ブログと 



 

     連動し更新回数を大幅増。 

2021年4月末のホームページ累計閲覧数102,089人(2021年度閲覧数3,873

人)。2021年度 Facebook閲覧数 5,356人(前年度閲覧数 17,500人) 

    ・場 所 横浜市内 

     ・日 時 通年 

     ・従事者人員 5人 

     ・対象者 会員及び一般市民 

     ・支出額 49,764円 

 

イ 啓発事業 

・内 容 瀬上沢の自然保護に関する啓発 他 

① 会報を発行。 

② 港南台バーズフェスタパネル展示 

③ 港南台ケアプラザパネル展示 

④ 東急建設株主総会質問 

⑤ 市長宛陳情書 4 回提出 

    ・日 時  ①1月 ②10月 ③10～1月 ④6月 ⑤5月、8月、9月、3月 

     ・場 所  ①栄区、港南区 ②港南区 ③東京 ④横浜市 

    ・従事者人員  ①6人 ②3人 ③3人 ④5人 ⑤8人 

    ・対象者  会員及び一般市民 行政 

    ・支出額  32,855円 

 

   ウ ガイドツアー事業（基金主催、SBK協賛） 

     ・内 容  コロナ感染症拡大防止のため、瀬上沢の自然や文化遺産を紹介するツア

ーは中止。 

     ・支出額  0円 

エ イベント事業（調査・研究を含む） 

・内 容 基金の知名度を高める行事を行う 

① 近隣学校とのコラボレーション 文化祭 

横浜栄高校の「文化祭」にはコロナ感染症防止のため参加しませんでした。 

② 夜間昆虫調査 2回実施 

・日 時 ① ― ② 7/15、8/3 

・場 所 ② 瀬上沢 

・従事者 ② 12名 

・対象者 会員及び一般市民 行政 

  ・支出額 6,346円 


